
　

旧
青
森
営
林
局
庁
舎
は
、
明
治
41
年
に
竣

工
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
木
造
二
階
建

て
建
築
物
で
、
構
造
材
か
ら
造
作
材
、
外
壁

に
至
る
ま
で
青
森
県
産
の
ヒ
バ
材
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
41
年
か
ら
昭
和
54
年
ま
で
約
70
年
間
、

青
森
大
林
区
署
、
青
森
営
林
局
と
し
て
使
用

さ
れ
、
現
在
は
青
森
市
森
林
博
物
館
と
し
て

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
先
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
建

物
自
体
の
歴
史
的
価
値
で
す
。
設
計
者
は
、

現
在
の
東
京
大
学
で
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド

ル
（
鹿
鳴
館
な
ど
を
設
計
）
に
学
ん
だ
文
部

技
師
、
久
留
正
道
氏
で
、
同
氏
が
設
計
し
た

建
築
物
の
多
く
が
、国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
更
な
る
特
徴
と
し
て
、
明
治
末
期
の

国
内
最
大
規
模
の
林
業
拠
点
で
あ
っ
た
沖
館

地
区
に
建
築
さ
れ
た
立
地
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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青
森
駅
に
隣
接
す
る
海
岸
部
に
設
置
さ
れ
た

青
森
貯
木
場
の
あ
る
沖
館
地
区
は
、
青
森
ヒ

バ
な
ど
の
木
材
や
当
時
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
っ
た
木
炭
の
流
通
の
た
め
の
港
湾
・
官

船
や
国
鉄
駅
の
専
用
側
線
、
森
林
鉄
道
、
官

営
製
材
所
が
整
備
さ
れ
、
当
時
最
先
端
の
林

業
拠
点
で
し
た
。

　

国
鉄
東
北
本
線
が
青
森
駅
ま
で
開
通
し
た

明
治
24
年
頃
の
当
時
、
青
森
ヒ
バ
は
東
京
市

場
で
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
青
森

大
林
区
署
は
、
初
期
に
は
「
青
森
桧
」
と
通
称

す
る
な
ど
、
売
り
込
み
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

明
治
37
年
に
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
木

材
需
要
が
旺
盛
と
な
り
、
東
京
市
場
で
青
森

ヒ
バ
の
取
り
扱
い
が
増
大
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
明
治
38
年
に
は
青
森
駅
の
西
側
に
隣

接
す
る
地
に
、
青
森
貯
木
場
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
淡
水
・
塩
水
の
２
つ
の
水
中
貯

木
場
、
合
計
３
・
５
ha
を
擁
す
る
総
面
積
13
・

５
ha
、
貯
木
能
力
64
千
㎥
の
、
当
時
国
内
最

大
規
模
の
貯
木
場
で
し
た
。
ま
た
貯
木
場
に

隣
接
し
て
、
我
が
国
初
の
官
営
製
材
所
で
あ

る
青
森
製
材
所
が
、
当
時
東
洋
一
と
称
さ
れ
る

規
模
で
、
明
治
39
年
に
創
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
軽
半
島
や
下
北
半
島
の
沿
岸
部
か
ら
青

森
貯
木
場
や
官
営
青
森
製
材
所
に
ヒ
バ
を
輸

送
す
る
手
段
と
し
て
、
海
上
輸
送
が
行
わ
れ
、

貯
木
場
北
側
の
沖
館
海
岸
へ
官
船
「
み
ち
の

く
丸
」、「
浩
山
丸
」
が
運
航
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
青
森
貯
木
場
を
起
点
と
し
て
、
我
が

国
初
の
森
林
鉄
道
と
な
る
津
軽
森
林
鉄
道
の

敷
設
が
計
画
さ
れ
、
明
治
42
年
に
本
線
67
㎞

が
開
通
し
ま
し
た
。
後
に
支
線
・
分
線
を
含

め
た
総
延
長
は
２
８
３
㎞
と
な
り
、
我
が
国

の
森
林
鉄
道
の
中
で
最
長
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
平
成
29
年
度
の
林
業
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

第１展示室

森林博物館の模型

特別室(旧局長室)

国
内
最
大
の
林
業
拠
点
、

沖
館
地
区

１
０
０
万
ha
を
管
理
経
営
す
る
中
核
的
な
機

関
で
あ
り
、
初
代
及
び
２
代
目
の
庁
舎
は
青
森

市
街
地
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
沖
館
地
区

が
林
業
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
に

つ
れ
、
そ
の
監
督
の
た
め
、
３
代
目
と
な
る

本
庁
舎
が
青
森
貯
木
場
内
に
建
築
さ
れ
ま
し

た
。
官
営
青
森
製
材
所
と
津
軽
森
林
鉄
道
は
、

青
森
大
林
区
署
が
直
轄
す
る
な
ど
、
本
庁
舎

は
、
沖
館
地
区
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。

　

大
正
13
年
に
青
森
大
林
区
署
は
、
青
森
営

林
局
に
改
称
。
戦
時
中
は
、
門
扉
や
飾
柵
等

の
金
属
製
品
が
供
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

20
年
７
月
28
日
の
青
森
大
空
襲
の
際
は
焼
失

を
免
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
52
年
に
公
開

さ
れ
た
映
画
「
八
甲
田
山
」
で
は
、
撮
影
に

使
わ
れ
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
70
年
以
上
が

経
過
し
、
老
朽
化
と
と
も
に
庁
舎
と
し
て
手

狭
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
54
年
、
青
森

営
林
局
は
４
代
目
と
な
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
新
庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
本
庁
舎
は
、
青
森
市
に
譲
渡
さ
れ
、

昭
和
57
年
に
青
森
市
森
林
博
物
館
と
し
て
開

館
し
て
い
ま
す
。
１
階
、
２
階
の
６
つ
の
展

示
室
の
ほ
か
、
特
別
室
と
し
て
青
森
営
林
局

長
室
が
復
元
展
示
さ
れ
、
屋
外
に
は
、
津
軽

森
林
鉄
道
の
幹
部
視
察
用
客
車
、
運
材
台
車

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
森
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
、
足
を
お

運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

青
森
大
林
区
署
は
、
青
森
県
・
岩
手
県
・

宮
城
県
の
３
県
に
位
置
す
る
広
大
な
国
有
林

青
森
大
林
区
署

森林博物館外観
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